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１ 令和３年度山形県林業まつり中止決定!! 

 令和 3 年度山形県林業まつりが、実行委員会（委員長：今井

敏）でコロナ感染症拡大の影響を受け中止とすることが決まっ

た。2年連続の中止となる。6月 8日開催の事務局会議からの提

案を受け、委員長を含めた役員に説明し、各委員には書面によ

る決議をいただき決定したもの。 

 三密を避けての祭り運営が困難であること、上棟式建前餅撒

きや舞台イベントである丸太カット、積み木競争など密集・密

接が想定される行事の中止は祭りの根幹であることから、苦渋

の決断となった。リモート開催の検討も提案されたが、やはり 

木とのふれあいが重要で、木肌や色合い、香りを感じ取ってもらうためにはリモートでは、 

体験できないお祭りである。準備を進めていた関係者の皆様に改めて陳謝申し上げます。 

２ 第６回山形県林業労働安全大会少人数開催!!   

 ７月 6日ニューグランドホテル新庄にて、第６回

山形県林業労働安全大会を開催した。素材生産部会

の一大行事であるが、昨年はコロナ感染症拡大を受

け初めて中止となった。今年は新規感染者数も０人

の日が続くなど比較的落ち着いていることから、感

染症対策を徹底し開催した。検温、手指消毒、マス

ク着用、換気された広い会場、少人数開催（各会社

１名で来賓者無し：総勢 25名）の短時間開催（意見

交換会を含めて 1時間）とした。初めに小関一也素

材生産部会長が開会宣言し、戸澤神社神主さんから安全祈願神事を執り行い、今年度の林業

労働安全を祈願した。また、各社に安全祈願お札とお神酒、安全旗を配布した。 

 神事終了後、松田賢理事長の主催者挨拶、労働安全

標語などの紹介があった。大声を出せないため、標語

等の出席者による唱和は黙読とした。海藤藤雄副部会

長の閉会宣言の後、意見交換会とした。初めにウッド

ショック等木材産業の現状説明の後、素材価格改定に

向けた団体交渉等について、部会役員等 5 名程度の代

表団を協和木材㈱に送り込むことで了解いただき、日

程など部会長に一任することを確認した。 
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３ 素材生産部会交渉団 価格交渉!!   
７月 28 日協和木材㈱２F 会議室において、木

産協素材生産部会（部会長：小関一也）役員等 7

名がコロナ感染症の影響やウッドショック、油

脂類の度重なる値上げ等により、経営が厳しく

なったと素材受入担当幹部との交渉に臨んだ。

今回、コロナ禍での交渉ということもあり、両社

とも極力少人数での開催を目指し、先行き不透

明なウッドショックの流れや原油価格の高騰等

最新の林野庁資料などに基づき確認した。 

初めに、小関部会長が協和木材㈱沼子常務に

要望書を手交し、当業界の実情に理解を求めた。これに対し、協和側はフル操業で市場の要

請に応えているが、まだまだ需要に追い付いていない。これ以上は設備投資や人員増が必要

であるが、先行きが見えない。しかしながら、ホワイトウッド集成材の牙城は崩していきた

いと考えている。価格が逆転した今がチャンスとも捉えている。ウッドショックによる木材

価格高騰が発生しているが、木材離れに繋がらないようその動向を注視している。素材部会

の皆様にはこれまで以上の安定供給の取組みをお願いしたいと考えている。買取価格の値上

げは一部にはやむを得ないと感じており、本社に持ち帰って検討したい。素材生産部会とし

ては、市場価格が下がったら値下げもやむ得ないので、市場価格が上がった時はすぐにでも

納入価格を上げてもらいたい。そしてその分でこれまで我慢いただいている森林所有者に還

元していきたいと回答した。８月上旬に価格改定等の連絡をいただくこととした。 

また、伊藤副部会長が４ｍ材の納入の検討について提案した。これは、建築用材を狙った

ものの若干の曲がり等ではじかれた材が意外と多く生産される。これを２ｍに採材しては二

度手間であり、４ｍ材は積込み・運搬にも有利であることからぜひ検討いただきたい。協和

側からは、施設の一部再整備が必要であるが、一定のまとまった入荷量が揃うようであれば、

前向きに検討するとの回答を得た。 

４ 山形県林工連携コンソーシアム総会・講演会開催!! 

 7 月 27 日パレスグランデール山形にて、

「令和３年度山形県林工連携コンソーシア

ム総会・研修会」が開催された。本コンソー

シアムは、林業・木材産業関係者と工業関係

者、建築業関係者、行政等が連携し、新たな

技術や製品開発を推進することを目的とし

ている。研修会には山形県初のジャパニー

ズウイスキーづくりに取り組んでいる創業

70 年を超える老舗企業の株式会社金龍常務

取締役佐藤亮氏を迎え、県産木材を利用し

たウイスキー樽の有用性等講演いただいた。研修会には、松田理事長をはじめ、約 40 名が

参加し、ミズナラを利用した樽づくりのこだわり等が紹介された。事前に開催された総会で

は、運営委員会がコロナ禍のため、書面開催となり、令和 3年度事業計画や一部の役員改選

が承認されたことなどが報告された。今年度は、本日の研修会のほか「スマート林業の実践」

として、レーザ計測による詳細な森林資源情報を用いた省力化や軽労化に向けた取組と「新

製品や新素材に係る情報共有」として、これまでの取組や木のお酒、改質リグニンといった

新技術等を紹介していきます。 

令和 3年 8月 1日 暮 ら し に 生 か そ う 木 の 良 さ を 8月号  (第 48巻 5号) 2 



 

 

 

- 3 - 

 

５ 県森林管理推進協議会研修会（Web）開催‼  

7月 29日令和 3年度第１回山形県森林管理推進協議

会がリモートで開催されました。約 70名（国有林・

県・市町村・業界関係者等）がリモート参加し、ズー

ム会場は 3ページに渡り画像が埋まった。初めに齋藤

参事（兼）森林ノミクス推進課長より挨拶があり、森

林経営管理制度の取組みや森林環境譲与税の使途状況

等が報告された。その後、民有林における航空レーザ

測量の共同実施について、令和 4年度からの予算要求

等具体的なスケジュールと対象市町村の計画が説明さ

れた。また、今年度からスタートした「やまがた森林と緑の推進機構」森林経営支援室に

よる山形県森林経営管理実行サポート事業の取組み体制等が紹介された。 

６ ８月以降の行事予定!! 

日 程 行  事  名 予定出席者 

8. 5  再造林加速化推進会議        （村総 402） 専務 

8.  6   東北専門職大学関連会議（村山）   （村総講堂） 専務 

8. 17 専門職大学推進専門監等意見交換会  （森林会館） 理事長・専務 

9.上旬 全国木材組合連合会東北支部会議   （福島市） 理事長・専務 

9.下旬 全国木材検査・研究協会 JAS検査員研修（福島市） JAS検査員 

10. 14 第 55回全国木材産業振興大会     （札幌市） 理事長ほか 

   

７ 日本百名山シリーズ紹介（越後駒ヶ岳：エチゴコマガタケ） 

山形からバイクで約 4時間。福島県只見町と新潟

県魚沼市の県境六十里越ゆきわり街道（旧越後街

道）のブナ林を見ながら、奥只見地区に入り、枝折

峠登山口に辿り着く。越後三山（八海山、中ノ岳、

駒ヶ岳）では、人気の八海山、高さの中ノ岳と無難

ではあるが、下界からはシンボリックな山の越後駒

ヶ岳（2,003ｍ）がある。地元では、魚沼駒ヶ岳と

も呼ばれている。銀採掘が盛んに行われていた元禄

時代には、この枝折峠が利用され、現在でもはっき

り歩道（通称：銀の道）が残っているのがわかる。峠からは尾根伝いの登り路で、約 5時間

奥只見湖や燧ケ岳や平ケ岳、至仏山、会津駒ケ岳を眺めながらの気持ちの良い山行であるが、

唯一の欠点は日影が少ないことだ。真夏の登山はやめた方が良い。ずーと遠くに見える山頂

を目指しながらチンタラと 4時間ほど歩いていると、山

頂直下に綺麗な駒の小屋が現れる。悪天候時の避難小屋

として利用できる。そして、「お疲れさん!!」の山頂か

らは、眼下に八海山の鋸尾根、東に中ノ岳のピラミダブ

ルな山容が飛び込んでくる。これだから登山はやめられ

ない典型の景色が広がります。急いで山を下り、温泉だ

らけの魚沼市へ向かい銘酒「八海山」を湯につかりなが

ら、ぐい飲みで一口飲み干す。至福のひととき。 
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８ お知らせ（県森林ノミクス推進課：6 月補正予算） 

 コロナウイルス対策予算のため、他の国庫補助事業と併用はできません。 
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９ お知らせ（県森林ノミクス推進課：林工連携担当） 
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10 お知らせ（山形県中小企業団体中央会） 
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11 お知らせ（山形県事業継続応援給付金コールセンター） 
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12 住宅着工状況 

令和 3年 6月期の県内新設住宅着工戸数は 587戸となり、対前月比 163.1％、対前年同月比 128.7％、対前年累計比は 97.6％となった。 

特徴的なのが、対前月比で貸家が約４倍強となったこと。２×４住宅も約２倍。市町村別で山形市・南陽市・鶴岡市が大きく伸びている。 
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